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ア
メ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ズ
は 、

7

)

ご
ろ 、
太
平
洋
航
路
の
船
の
バ
ン
ド
に
よ
っ
て
初
め
て
日
本
に
も
た
ら
さ

れ 、
折
か
ら
の
社
交
ダ
ン
ス
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
東
京・
大
阪
な
ど
都
市
部
に
ひ

(

1

)

戦
前
の
東
京
と
ジ
ャ
ズ

戦
前
・

戦
後
の
東
京
と
ジ
ャ
ズ
の
か
か
わ
り

か
ら
1
9
5
2
年
前
後）

「
ジ
ャ
ズ
と
東
京」）
を
1
9
9
9

（
平
成
11

)

年
か
ら
年
1
回
江
戸
東
京
博
物

ー
で
構
成
す
る
講
座 、
「
ラ
イ
ブ
＆
レ
ク
チ
ャ
ー

ジ
ャ
ズ
と
東
京」
（
以
下

【
カ
ル
チ
ャ
ー

報
告
3

】

進
駐
軍
時
代
の
ジ
ャ
ズ

丸
の
内
・

銀
座

は
じ
め
に

筆
者
は 、
大
正・
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
の
東
京
の
社
会・
風
俗 、
文
化
の一

端
を
担
っ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽 、
な
か
で
も
ジ
ャ
ズ
を
中
心
に 、

当
時
流
行
し

た
曲
の
演
奏
と 、
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
た
レ
ク
チ
ャ

館
ホ
ー

ル
で
行
っ
て
い
る 。
こ
こ
数
年
は 、
進
駐
軍
時
代
(
1
9
4
5
年
9
月

の
ジ
ャ
ズ
と
東
京
に
つ
い
て 、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
特
集
し
て
き
た 。
こ
こ
で
は 、
「
ジ
ャ
ズ
と
東
京
N
I

珊」
の
配
布
資
料
を

中
心
に 、
戦
前・
戦
後
の
東
京
に
お
け
る
ジ
ャ
ズ
文
化
の
背
景
を
概
観
す
る
と

と
も
に
進
駐
軍
時
代
の
丸
の
内
周
辺
地
域
の
施
設
の
接
収
状
況
を
検
討
し 、
さ

ら
に
「
ジ
ャ
ズ
と
東
京」
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
い
た
だ
い
た
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン

の
体
験
談
に
よ
っ
て 、
当
時
の
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
を
知
る
足
が
か
り
と
し
た
い 。

1
9
1
8
年
（
大
正

図1 昭和初期の東京8 大ホ ー ルの分布
永井良和『社交ダンスと日本人』より

表1 東京市内「8大ホ ール」一覧(1936年12月調べ）

＊
学
芸
員

名 称 所 在 地 フロア坪数 客席坪数 ダンサー
和泉橋 神田区岩本町ヽ 18（坪） 50（坪） 85（名）
銀 座 兄橋区只橋 100 30 130 
国 華 京橋区八丁堀 110 35 90 
新 橋 芝区新橋 79 20 55 
帝 都 四谷区新宿 100 46 110 
日 米 只橋区只橋 72 30 54 
フロリダ 赤坂区溜池 60 70 90 
ユニオン 日本橋区人形町 90 77 70 

氷井良和『社交ダンスと日本人jより

＊
松

井

か
お
る
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松井 かおる

う
酒
場
と
な
っ
た 。

そ
の
他 、
銀
座・
浅
草
を
は
じ
め
と
す
る
盛
り
場
の
カ
フ
ェ
ー

や
喫
茶
店
で

f
 
、

,

‘

ー

3
 

2, ! 

2,
( 

ズ
・

ナ
ン
バ
ー

を
編
曲・
溜
奏
し
て
人
気
を
得
た
(

4
)

0

1, 500 

1, 000 

50 
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初田亨「カフェ ーと喫茶店モダン都市のたまり場」より

専
属
バ
ン
ド

が 、
ハ
リ
ウ
ッ
ド

映
画
で
評
判
と
な
っ
た
曲
な
ど
数
々
の
ジ
ャ

「
レ
コ
ー
ド

嬢」
（
事
務
員
待
遇）
に
分
か
れ
て
い
た
（
マ
イ
ク

ろ
が
っ
て
い
っ
た
(

l
)。

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
東
京
に
は
大
小

の
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
が
20
カ
所
以
上
開
場
し 、
そ
の
後
警
察
の
取
り

締
ま
り

等
に

よ
り 、
1
9
3
0
年
代
を
通
し
て
8
大
ホ
ー

ル
（
図
1
・

表
1)

が
生
き
残
り 、

隆
盛
を
き
わ
め
た 。
こ
う
し
た
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
は
専
属
の
バ
ン
ド
に
よ
り 、

最
新
流
行
の
ジ
ャ
ズ
や
タ
ン
ゴ
な
ど
が
瀬
奏
さ
れ
た
(

2
)

0

ま
た 、
大
正
期 、
大
衆
娯
楽
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
無
声
映
画
（
当
時

は
活
動
写
真）
の
伴
奏
音
楽
(

3
)

に
も 、

う
に
な
り 、

幕
間
に
は
バ
ン
ド

の
ジ
ャ
ズ
演
奏
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
組

ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た 。
さ
ら
に 、

し
だ
い
に
ジ
ャ
ズ
が
用
い
ら
れ
る
よ

1
9
2
0
年
代
末
か
ら
1
9
3
0
年
代
に

か
け
て 、
宝
塚•
松
竹
の
少
女
歌
劇 、
エ
ノ
ケ
ン
こ
と
榎
本
健一
ら
の
劇
団
を

は
じ
め
と
す
る
中
小
の
レ
ビ
ュ
ー

団
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー

が
流
行
し 、
こ
れ
ら
の

流
す
レ
コ
ー
ド

音
楽
も
ジ
ャ
ズ
や
タ
ン
ゴ 、
シ
ャ
ン
ソ
ン
な
ど
の
洋
楽
が
多
か

っ
た 。
カ
フ
ェ
ー

は 、

室
内
装
飾
や
飲
食
物 、
音
楽
に
よ
っ
て
欧
米
の
雰
囲
気

を
味
わ
う
場
と
し
て
明
治
末
期
に
登
場
し 、
最
初
は
文
化
人
の
サ
ロ
ン
と
な
っ

て
い
た
が 、

次
第
に
俗
化
し 、

関
東
大
震
災
後
は
女
給
目
当
て
に
男
性
客
が
通

1
9
2
9
年
の
警
視
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば 、
カ
フ
ェ
ー

は

東
京
市
内
に
6
1
8
7

軒
あ
り 、
そ
こ
に
働
く
女
給
は
1

万
3
8
4
9
人
を
数

え
た
(

5
)。

こ
の
年 、
菊
地
寛
の
雑
誌
連
載
小
説
を
溝
口
健
二
が
映
画
化
し
た

「
東
京
行
進
曲」
の
主
題
歌
（
作
詞
玉
西
条
八
十 、
作
曲
ぶ中
山
晋
平）
が
発

売
さ
れ
て
25
万
枚
を
売
り
上
げ
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
が 、

東
京
市
内
の
ダ
ン

す
「

喫
茶
ガ
ー

ル」

女
給
と
同
じ
従
業
婦
待
遇）
と
レ
コー
ド
を
か
け
る

ス
ホ
ー

ル
や
カ
フ
ェ
ー

で
は 、
こ
の
曲
の
歌
詞
さ
な
が
ら
「
ジ
ャ
ズ
で
踊
っ
て

一
方 、
東
京
市
内
の
喫
茶
店

は 、
東
京
市
統
計
年
表
に
よ
れ
ば 、
明
治
30
年
代
か
ら
大
正
年
間
ま
で
50
軒
前

後
で
推
移
し
て
い
た
が 、
1
9
2
5
年
（
大
正
14

)

か
ら
急
速
に
そ
の
数
を
増

し
た（
7
)、

（
表
2

)。
こ
の
な
か
で
レ
コー
ド

鑑
賞
を
主
と
す
る

「
音
楽
喫
茶」

は 、
音
楽
研
究
家
の
細
川
周
平
に
よ
れ
ば 、

(

1

)

レ
コー
ド
、

(

2

)

オー
デ

イ
オ 、
(

3

)

喫
茶
ガ
ー

ル 、
(

4

)

外
装
と
内
装
の
4

元
素
か
ら
な
っ
て
い
る

と
い
う 。
ま
た 、

喫
茶
ガー
ル
は
客
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
り
飲
み
物
を
出

上
掲
書） 。

こ
の
説
を
裏
づ
け
る
記
事
が
「
月
刊
エ
ノ
ケ
ン」
(

8
)

に
あ
る 。
数
回
連
載
さ

れ
た
武
智
農
子
（
劇
団
の
人
気
女
優）
の
コ
ラ
ム

「
喫
茶
店
哲
学」
の
な
か
で 、

表2 東京（旧市部）の喫茶店の変遷
「

東京市統計表」より

：：

疇

／＼
IょI I\ 

店

リ
キ
ュ
ー

ル
で
更
け」
る
日
々
で
あ
っ
た
(

6
)

0
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進駐軍時代のジャズ 丸の内・銀座
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図2 昭和初期の銀座のカフェ、 飲食店 今和次郎『新版大東京案内』掲載図に加工

辺
に
ジ
ャ
ズ
を
中
心
と
す
る
音
楽
喫
茶
も
あ
っ
た
(

10
ズ

0

た 画
を
話
し
合
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
(

9
)

0

本
所
石
原
町
の
「
ヒ
ュ
ッ
テ」
に
つ
い
て
は
ビ
ク
タ
ー
の
電
蓄
の
設
置、
山
小

屋
の
よ
う
な
内
装
に
つ
い
て
評
価
し、

浅
草
の
「
ボ
ン
ソ
ア」
に
つ
い
て
は
楽

士
か
ら
評
判
が
良
い
機
械
（
電
蓄）
の
設
置、
青
年
の
マ
ス
タ
ー
が
ジ
ャ
ズ
の

新
し
い
レ
コ
ー
ド
を
常
に
気
に
か
け
て
用
意
し
て
い
る
点、
レ
コ
ー
ド
ガ
ー
ル

の
経
歴
（
数
ヶ
月
前
ま
で
少
女
歌
劇
に
出
演）
と
す
ば
ら
し
い
容
姿
に
つ
い
て

ほ
め、
そ
の
他
銀
座
の
「
不
ニ
ア
イ
ス」
の
喫
茶
ガ
ー
ル
の
着
付
け
が
上
手
い

こ
と
の
指
摘
も
し
て
い
る。
武
智
た
ち
は
喫
茶
店
で
レ
コ
ー
ド
を
聴
き
な
が
ら、

「
あ
の
音
楽
を
使
っ
て
バ
レ
ー
を
や
り
た
い
と
か、
あ
の
メ
ロ
デ
ィ
を
歌
に
し

た
い、
あ
れ
を
伴
奏
に
し
て
メ
ロ
ド
ラ
マ
を
や
り
た
い
な
ど」
次
回
以
降
の
企

東
京
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
丸
の
内
に
隣
接
す
る
銀
座
地
区
は、

こ
う
し
た
カ
フ
ェ
ー
や
喫
茶
店
が
林
立
し、
モ
ダ
ン
東
京
の
活
況
を
呈
し
て
い

（
図
2
)。
も
ち
ろ
ん、

丸
の
内
地
区
に
も
丸
ビ
ル
の
「
森
永
キ
ャ
ン
デ
ー

ス
ト
ア」、
「
三
共
フ
ァ
ー
マ
シ
l

]

を
は
じ
め
モ
ダ
ン
な
喫
茶
店
が
あ
り、

周

1
9
2
5
年
に
放
送
を
開
始
し
た
東
京
放
送
局
（
の
ち
の
N
H
K)

オ
放
送
で
は、

の
ラ
ジ

パ
レ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
等
の
名
で
軽
音
楽
を、

J
O
A
K
ジ

ャ
ズ
・
バ
ン
ド
の
名
で
ジ
ャ
ズ
を
放
送
し
た。
1
9
2
8
年、
ラ
ジ
オ
か
ら
流

れ
る
ジ
ャ
ズ
が
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し、
映
画
館
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
活
躍
し
て
い
た
バ
ン
ド
も
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た。
さ
ら
に
1

9
3
1
年
に
結
成
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
中
心
に、

軽
音
楽
番
組

が
定
期
化
さ
れ
た
(

11
)。
「
月
刊
エ
ノ
ケ
ン』
1
9
3
5
年
2
月
号
に
よ
れ
ば、

エ
ノ
ケ
ン
も
同
年
正
月
2
日
の
放
送
で、
劇
団
幹
部
の
二
村
定一
、

永
井
智
子
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松井 かおる

さ
れ 、
空
き
地
が
目
立
っ
た

一
方 、
東
京
駅
舎
の
ド
ー

ム
部

一
丁
目
か

(

2

)

戦
後
の
T
O
K
Y
O
と
ジ
ャ
ズ

歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た 。

し
か
し 、

強
化
さ
れ
た 。

生
を
多
数
検
挙
し

(

12
) 、

と
な
っ
た 。
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
や
ダ
ン
サ
ー

は
そ
の
後
も
営
業
を
続
け
た
渦
州

の
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
を
め
ざ
し
て
大
陸
に
渡
る
か 、
軍
の
慰
問
部
隊
と
し
て
戦
地

を
巡
る
以
外
は
廃
業
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た 。
ま
た
1
9
4
1

年
12
月
8
日
の

対
米
英
宜
戦
布
告
後 、
政
府
は
米
英
音
楽
を
敵
性
と
み
な
し 、
米
英
作
曲
家
の

作
品
の
演
奏
及
び
レ
コ
ー
ド

販
売
が
禁
止
さ
れ
た 。
さ
ら
に
戦
局
が
厳
し
く
な

っ
た
1
9
4
3
年
1
月
に
は 、
政
府
は
米
英
文
化
の
撲
滅
を
提
唱
し 、
そ
の
具

体
的
措
置
と
し
て 、
米
英
音
楽
レ
コ
）
ド

む）
千
余
枚
の
リ
ス
ト
を
作
成
し 、

該
当
の
レ
コ
ー
ド
を
供
出
さ
せ
た

(

13
)

0

こ
う
し
て 、
東
京
に
流
れ
て
い
た
ジ
ャ
ズ
は 、

1
9
4
4
年
11
月
か
ら
翌
年
8
月
に
か
け
て
東
京
は
連
日
米
軍
に
よ
る
空
襲

に
さ
ら
さ
れ 、
各
地
が
焦
土
と
化
し
た 。
銀
座
も
例
外
で
は
な
く 、

ら
六
丁
目
が
2
回
の
爆
撃
に
遭
い 、

瓦
礫
の
街
と
な
っ
た 。
七 、

襲
に
よ
る
延
焼
を
防
ぐ
た
め 、
「
建
物
疎
開]
と
称
し
て
店
舗
や
住
宅
が
解
体

（
図
3

)

(

14
)

0

し
て
い
る 。

日
中
戦
争
の
激
化
に
よ
り
世
情
は
緊
迫
し 、
風
俗
取
り

締
ま
り
が

1
9
3
8
年
2
月 、
警
視
庁
は
盛
り
場
で
サ
ボ
る
「
不
良」
学

ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
は
1
9
4
0
年
10
月
末
で一
斉
閉
鎖

（
ク
ラ
シ
ッ
ク 、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
を
含

き
く

や
さ
か
え

な
ど
女
優
5
名
と
と
も
に
菊
谷
榮
脚
本
の
番
組

そ
れ
を
楽
し
む
場
と
と
も
に 、

八
丁
目
も
空

「
ジ
ャ
ズ
小
唄
万
歳」
に
出
溜

分
が
3
月
10
日
の
空
襲
で
焼
失
し
た
が 、
丸
の
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

街
は

1
9
4
5
年
8
月
15
日 、
終
戦
の
詔
勅
が
下
さ
れ 、

マ
ッ
カ
ー

サ
ー

が
厚
木
に
到
着 、

30
日
に
連
合
軍
司
令
官

9
月
2
日
に
は
横
浜
沖
に
停
泊
中
の
米
戦
艦

ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
日
本
の
降
伏
文
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
た 。
当
面
マ
ッ
カ
ー

サ
ー

一
行
は
横
浜
を
本
拠
地
と
し
た
が

(

15
) 、
9
月
5
日
頃
か
ら
丸
の
内
に
ア

メ
リ
カ
兵
が
多
数
や
っ
て
き
て
焼
け
残
っ
た
建
物
を
接
収
す
る
た
め
の
下
見
を

行
い 、
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
以
下
G
H
Q)
本
部
が
入
る
施
設
と
し
て
接
収

さ
れ
た
第一
生
命
館
ビ
ル
を
例
と
す
れ
ば 、
同
月
10
日
に
は
日
本
政
府
か
ら 、

地
上
全
階
を 、
15
日
午
前
を
期
限
と
し
て
明
け
渡
す
こ
と
と
の
正
式
な
接
収
命

令
が
下
っ
た

(

16
) 。

こ
の
よ
う
に
し
て 、
焼
け
残
っ
た
丸
の
内
地
区
を
手
始
め

に 、
全
国
で
G
H
Q
の
進
駐
に
と
も
な
う
建
物
の
接
収
が
次
々
と
す
す
め
ら
れ

（
表
3

)

(

17
)

0

収
建
物一
覧」
等
に
よ
り 、
丸
の
内
地
区
を
中
心
と
し
た
G
H
Q
に
よ
っ
て
接

収
さ
れ
た
施
設
の
分
布
を 、
そ
の
機
能
別
に
示
し
た
も
の
で 、
左
に
各
施
設
の

接
収
前
後
の
施
設
名 、
当
時
の
住
所 、
接
収
時
期
を
記
し
た
対
照
表
を
付
し
た 。

こ
れ
を
み
る
と 、
II
の
オ
フ
ィ
ス
は
丸
の
内
二 、
三
丁
目
に
集
中
し 、
そ
れ
を

囲
む
よ
う
に
丸
の
内一
丁
目 、
内
幸
町
周
辺
に
III
の
宿
舎
ほ
か
が
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る 。
ま
た 、
接
収
時
期
に
つ
い
て
は 、
丸
の
内
の
郵
船
ビ
ル
や

銀
行
協
会 、
本
拠
地
と
な
っ
た
第一
生
命
ビ
ル 、
N
H
K
の
放
送
会
館 、
帝
国

ホ
テ
ル
な
ど
は
終
戦
か
ら
1
ヶ
月
足
ら
ず
の
9
月
の
段
階
で
接
収
が
行
わ
れ
て

お
り 、
そ
の
後
順
次
l
9
4
7
年
ご
ろ
ま
で
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
接
収

参
考
図
は
『
G
H
Q
東
京
占
領
地
図』
（
雄
松
堂
出
版）
掲
載
の
「
主
要
接

て
い
っ
た

焼
け
残
っ
た 。
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進駐軍時代のジャズ 丸の内 ・ 銀座
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図3 進駐軍時代の銀座 占領施設及び娯楽施設の分布
岡本哲志「銀座 一 士地と建物が語る街の歴史』掲載図に加工
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松井 かおる

表3 米占領軍（第8軍）と駐屯地(1946年3月）

進駐部隊名 駐屯地 備 考

第 1 軍 団 京 都

第 ， 軍 団 仙 台

第 1騎兵師団 東 京

第 1騎兵旅団 横 浜

第 5騎兵連隊 淵野辺

第12騎兵連隊 小田原

第 2騎兵旅団 東 京

第 7騎兵連隊 東 京

第 8騎兵連隊 東 京

第 2騎兵師団 佐世保

第 2海兵連隊 宮 崎

第 6 海兵連隊 福 岡

第 8海兵連隊 熊 本

第10海兵連隊 長 崎

第11空挺師団 仙 台 1946.3.15．札幌へ移動

第511歩兵パラシュー ト連隊 盛 岡

第187歩兵グライダ ー 連隊 札 幌

第188歩兵グライダ ー 連隊 仙 台

第24歩兵師団 岡 山

第19歩兵連隊 高 知 1946.3 ．英連邦軍と交代

第21歩兵連隊 岡 山

第34歩兵連隊 姫 路

第25歩兵師団 大 阪

第27歩兵連隊 岐 阜

第35歩兵連隊 大 津

第 4 歩兵連隊 大 阪

第77歩兵師団札幌 札 幌 1946.3.15．札幌へ移動

第305歩兵連隊 札 幌

第306 歩兵連隊 札 幌

第307歩兵連隊 札 幌

第97歩兵師団 熊 谷 1946.3.31．解散

第303歩兵連隊 福 島

第386 歩兵連隊 大 宮

第387歩兵連隊 大 田

竹前英治『占領と戦後改革』より

情
報
教
育
局）
の
事
務
所
を
設
置
す
る
と
と
も
に 、
N
H
K
の
第
2
放
送
を
転

ま
た 、
G
H
Q
は
接
収
し
た
放
送
会
館
に
9
月
22
日
に
入
り 、
C
I
E
 

ブ
に
出
演 、

民
間

さ
れ
た 。
接
収
解
除
の
時
期
は
施
設
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
が 、
丸
の
内
地
区

で
は
8
施
設
が
講
和
条
約
締
結
か
ら
4
年
後
に
あ
た
る
1
9
5
6
年
に
よ
う
や

一
方 、
9
月
初
旬
に
は
早
く
も
N
H
K
ラ
ジ
オ
で
軽
音
楽
の
時
間
が
設
け
ら

れ 、
そ
れ
ま
で
空
襲
警
報
と
軍
歌一
色
だ
っ
た
ラ
ジ
オ
番
組
に
澗
い
を
与
え
た 。

用
し
て 、
G
H
Q
に
よ
る
在
日
本
の
進
駐
軍
施
設
向
け
の
ラ
ジ
オ
放
送 、
通
称

（
後
の
F
E
N)
を
翌
日
か
ら
放
送
を
開
始
し
た 。
帰
還
兵
を
歌
っ

た
〈
Sen
ti
men
t
a
l

Jou
rney〉
や
〈
S
moke
ge
ts
 rn
 yo
ur

 eyes〉 、
な
ど
の

ジ
ャ
ズ
・

ナ
ン
バ
ー

が
連
日
放
送
さ
れ
た 。
ま
た 、
同
月 、
戦
時
中
対
米
謀
略

放
送

(

18
)

に
出
演
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に 、
松
本
伸
と
ニ
ュ
ー
・

パ
シ

フ
ィ
ッ
ク・
バ
ン
ド

が
結
成
さ
れ 、

く
解
除
さ
れ
て
い
る 。

W
V
T
R
 

10
月
か
ら
は
各
地
の
G
H
Q
の
将
校
ク
ラ

12
月
2
日
か
ら
は
N
H
K
で
毎
週
日
曜
日
放
送
の
「
ニ
ュ
ー・

パ
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参考図 丸 の 内 ・ 霞 ヶ 関周 辺 進駐軍 建物接収状況

一晟置， ＇璽四直iロー
ア ） 東 京 中 央 電 話 局 （ 一 部 ） → 民 間 検 閲 支 隊

電話検閲班 46. 1 . ~52. 1 0 （大手町 2 - 4 )
イ ） 東 京 中 央郵便局 → 郵便物検閲機関 外 国

郵便取扱 45.9~49. 1 2 （ 丸 の 内 2 - 3 )
ウ ） 放 送 会 館 → 放 送 ・ 出 版 ・ 映 画 検 閲 機 関

WVTH 45 .9~53.8 （ 内 幸 町 2 - 2 )
工 ） 東京宝塚劇 場 → 占領軍専用劇場 （ ア ー ニ

ー ・ パ イ ル ・ シ ア タ ー ） 4 5 . 1 2~55 . 1 （有
楽町 1 - 1 2 )  

オ ） 日 比谷公会堂→ 占領軍専用 ホ ー ル （ ヒ ビ
ヤ ホ ー ル ） 45. 1 2~49. 1 0 （ 日 比谷公園 内 ）

カ ） 日 比 谷 公 園 庭 球 場 → 占 領 軍 専 用 野 球 場
（ ド ゥ リ ッ ト ル ・ フ ィ ー ル ド ） 4 7 . 1 2 ~
51 .9 （ 日 比谷公園 内 ）

キ ） 大 音 楽 堂 → 東 京 ボ ー ル 4 6 .  7 ~ 5 1 . 6 
（ 日 比谷 公 園 内 ）

ク ） ニ ュ ー ト ー キ ョ ウ ビ ル →連合軍将兵専用
ビ ヤ ホ ー ル 46.9~52.4 （有楽町 2 - 4 )

ケ ） 邦 楽 座 → 米 軍 専 用 劇 場 4 6 . 9 ~ 4 9 . 3 （ 有
楽町 2 - 3 )＿ 

ア ） 第 一 生命 ビ ル→ G . H .Q . 本 部 45 .9~52 .7  
（有楽町 1 - 9 )  

イ ） 三菱商事 ビ ル → G . H . Q ． 分 室 4 6 . 1 ~52 .4  
（ 丸 の 内 2 - 1 0)

ウ ） 郵 船 ビ ル → 翻 訳 通 信 部 隊 参 謀 第 二 部
45.9~56 . 1 （ 丸 の 内 2 -20)

工 ） 三 菱 本 社 → 軍 事 郵 便 局 婦 人 部 隊 宿 舎
46. 1 ~56. 1 （ 丸 の 内 2 - 4 )  

オ ） 仲十五号館 （三菱電機 ビ ル ） →米第 8 軍
下士官教習所 46.3~ 7 （ 丸 の 内 2 - 1 2)

カ ） 内 外 ビ ル （ 三 井 丸 の 内 ビ ル ） → 英 国 犯 罪
捜 査 部 46.3~52 . 1 2 （丸 の 内 2 - 1 8) 

キ ） 仲 十 一 号館 （ 千代 田 ビ ル） →極東軍事裁
判 所 丸 の 内 法 廷 4 6 . 3 ~ 5 2 . 1 ? （ 丸 の 内
2 - 1 4) 

ク ） 明 治生命 ビ ル→極東空軍司令部 対 日 理
事会 ほ か 46.4~56.7 （ 丸 の 内 2 - 1 6)

ケ ） 東七号館 （ 新 東 京 ビ ル ） →進駐軍記者 ク
ラ ブ 46.4~56.3 （丸の 内 3 - 2 )  

コ ） 仲 八 号館 → G . H . Q 経 済 調 査 部 4 5 . 1 2 ~ 
49.7 （ 丸 の 内 3 - 8 )  

サ ） 帝 国 生命館→米 軍 東 京 憲 兵 司 令部 法務
局 45.9~49.6 （有楽町 1 - 2 )  

シ ） 大 正 生 命 館 → 米 軍 空 輸 司 令 部 4 5 . 9 ~  
52.8 （有楽町 1 - 7 ) 

ス ） 市 政 会 館 → G . H . Q 新 聞 ・ 雑誌 検 閲 機 関
45. 1 2~49. 1 0 （ 日 比谷公園 内 ）

セ ） 勧業銀行本館→G . H .Q副 官 部 ？ 4 6 . 1 ~ 
53. 1 1 （ 内 幸 町 1 - 1 )  --

ア ） 丸 の 内 ホ テ ル → 英 連 邦 軍 関 係 者 宿 舎
46. 1 0~49.7 （丸の 内 1 - 1 )

イ ） 住友 ビ ル （ ホ テ ル 東 京 ） → 貿 易 庁 直 轄 バ
イ ヤ ー 宿舎 （ 丸 の 内 1 - 2 )  

ウ ） 東 京 海 上 ビ ル （ 新 館 ） → 空 軍 将 校 宿 舎
45.9~56.7 （ 丸 の 内 1 - 6 )  

工 ） 東京海上 ビ ル （ 旧 館） →米軍女子部隊宿
舎 45.9~56.7 （ 丸 の 内 1 - 6 )  

オ ） 銀 行 協 会 → 米 第 5 空 軍 ク ラ ブ 4 5 . 9 ~  
56.7 （ 丸 の 内 1 - 8 )

カ ） 八 重 洲 ビ ル → 米 軍 属 宿 舎 4 6 . 4 ~ 5 6 . 2  
（ 丸 の 内 2 - 6 )

キ ） 三菱二十 一 号館→ ソ 連軍宿舎 文化宣伝
部 46.3~56.5 （ 丸 の 内 3 - 2 )

ク ） 東京会館別館 ？ →将校宿舎 46 .3~48 . 1 2 
（ 丸 の 内 3 - 1 2)

ケ ） 三信 ビ ル → 士 官 兵宿舎 4 5 . 9 ~ 5 0 . 6 （ 有
楽町 1 - 1 0) 

コ ） 松 本 楼 → 憲 兵 司 令 部 宿 舎 4 5 . 9 ~ 5 1 . 9  
（ 日 比谷 公 園 内 ）

サ ） 帝 国 ホ テ ル → G . H . Q 将 校 宿 舎 4 5 . 9 ~  
52.5 （ 内 幸町 1 - 1 )

シ ） 大 阪 ビ ル → 婦 人 部隊宿舎 4 6 . 6 ~  7 （ 内
幸町 2 - 1 )

ス ） 大 蔵 省 → G . H . Q . 将 校 宿 舎 4 5 . 9 ~ 55 . 1 2 
（ 霞 ヶ 関 3 - 2 )  

セ ） 華 族 会 館 → 宿 舎 （ ピ ア ス ク ラ ブ ） （ 霞 ヶ
関 3 - 4 )  

ソ ） 第 ー ホ テ ル→米軍高級将校宿舎 時期 7
（新橋 1 -32) 

人文社復刻 『地形社編 昭 和 十 六 年 大 東京三十五 区 内 麹 町
区詳細 図 』 の 一 部 に 加 工



進駐軍時代 の ジ ャ ズ 丸 の 内 ・ 銀座

う
に
し
て 、
戦
時
中 、

た
ば
か
り
か 、
そ
れ
ま
で
接
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た一
般
の
国
民
も
ラ
ジ
オ

放
送
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ズ
・

ナ
ン
バ
ー
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

ま
た 、
戦
時
中
演
奏
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
た
ち

が
G
H
Q
の
娯
楽
施
設 、

も 、
G
H
Q
の
進
駐
に
よ
り 、
息
を
吹
き
返
し
た 。
彼
ら
の
仕
事
場
は 、
大
半

R
A
A(
19)

の
娯
楽
施
設
で
あ
っ
た 。

前
者
は
丸
の
内・
銀
座
を
は
じ
め
都
内
の
焼
け
残
っ
た
ビ
ル
や
旧
宮
家・
華

族
の
邸
宅
な
ど
接
収
さ
れ
た
建
物
の
ほ
か 、
代
々
木
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ハ
イ
ツ 、

成
増
の
グ
ラ
ン
ド
・

ハ
イ
ツ
な
ど
米
軍
軍
人・
軍
属
の
住
宅
地 、
赤
羽 、
立
川 、

所
沢 、
朝
霞
な
ど
の
基
地
の
な
か
に
将
兵
の
娯
楽
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も

（
ア）
オ
フ
ィ

サ
ー

ズ
・
ク
ラ
ブ（
将
校） 、（
イ）
N
C
o
ク
ラ
ブ（
下
士
官） 、

（
ウ）
E
M
ク
ラ
ブ

（
オ）
「
シ
ビ
リ
ア
ン
・
ク
ラ
ブ」
（
軍
属）

上
記
の
う
ち
（
ア）
は
将
校
が
婦
人
同
伴
で
訪
れ
る
た
め 、

ス
・

ナ
ン
バ
ー

が
求
め
ら
れ 、
（
ウ）

る
こ
と
が
で
き
た 。
（
イ） 、
（
ウ）

で
は
若
い
兵
隊
が
多
く 、

上
品
な
ダ
ン

R
&
B 、
ブ

ル
ー

ス 、
ビ
バ
ッ
プ
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ナ
ン
バ
ー

が
求
め
ら
れ
た 。
こ

う
し
た
曲
の
パ
ー
ト

譜
は
各
ク
ラ
ブ
に
備
え
ら
れ
て
お
り 、
曲
を
知
ら
な
く
て

も
楽
譜
が
読
め
れ
ば 、
現
場
で
の
簡
単
な
音
合
わ
せ
程
度
で
ス
テ
ー

ジ
を
務
め

は
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
ン
・

ア
メ
リ
カ
ン
専

兵
隊） 、
（
エ）
「
エ
ア
メ
ン
ズ
・
ク
ラ
ブ」
（
空
軍） 、

後
藤
博
と
デ
キ
シ
ー

ラ
ン
ダ
ー

ス

ア
メ
リ
カ
赤
十
字

紙
恭
輔
指
揮
ア
ー—-
l

パ
イ
ル・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ(
1
9
4
9
年
1
)

の
で 、
以
下
の
よ
う
な
種
類
が
あ
っ
た 。

こ。t
 

（
米
軍
高
級
将
校
宿
舎）

渡
辺
弘
と
ス
タ
ー
・
ダ
ス
タ
ー

ズ

（
第
5
空
軍
ク
ラ
ブ）

多
忠
修
と
ゲ
イ
ス
タ
ー

ズ

（
第
5
空
軍
E
M
ク
ラ
ブ）

新
野
輝
雄
と
ブ
ラ
イ
ト
・

ヘ
ッ
ド

楽
団
(
1
9
4
6
年

1
)

ロ
ッ
カ
・
フ
ォ
ー
ク
ラ
ブ

中
村
喜
久
三
と
シ
ン
コ
ペ
タ
ー

ズ
(
1
9
4
8
年
1
)

ア
ー

ニ
ー

パ
イ
ル
劇
場
（
東
京
宝
塚
劇
場）(

1
9
4
6
年
1
?)

丸
の
内
界
隈
の
高
級
な
ク
ラ
プ
は
常
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー

出
演
者
が
確
保
さ
れ
て

い
た
が 、
郊
外
の
キ
ャ
ン
プ
内
の
ク
ラ
ブ
ヘ
の
手
配
は 、
予
算
が
少
な
い
こ
と

や
ト
ラ
ッ
ク
で
埃
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
常
に
需
要
過
多
と
な
っ
て
い
た 。
そ
こ
で
1
9
4
6

年
ご
ろ
か
ら
東
京
駅
北

口 、
新
宿
駅
南
口 、
立
川
駅 、
横
浜
駅
な
ど
の
駅
頭
で
そ
の
日
の
メ
ン
バ
ー

（
急
病
等
で
欠
員
が
出
た
パ
ー
ト

の
み 、
又
は
バ
ン
ド
・

メ
ン
バ
ー

す
べ
て）

ニ
ュ
ー

海
上
ビ
ル

レ
イ
モ
ン
ド
・
コ
ン
デ
と
ゲ
イ
・

セ
プ
テ
ッ
ト

バ
ン
カ
ー

ス
・
ク
ラ
ブ

(
1
9
4
6
年

1
)

(
1
9
4
9
年
1
)

(
1
9
4
9
年

1
)

第一
ホ
テ
ル

出
演
し
た
バ
ン
ド
は
内
田・
大
森
に
よ
れ
ば
以
下
の
と
お
り 。

シ
フ
ィ
ッ
ク
・

ア
ワ
ー」

に
レ
ギ
ュ
ラ
ー

出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た 。
こ
の
よ

レ
コ
ー
ド
を
所
持
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
ジ
ャ

ズ
が 、
敗
戦
に
よ
っ
て
解
禁
と
な
り 、
戦
前
か
ら
の
軽
音
楽
フ
ァ
ン
が
狂
喜
し

ク
ラ
ブ
の
出
演
者
は 、
東
宝
な
ど
戦
前
か
ら
あ
る
芸
能
事
務
所
の
ほ
か
新
興

の
仲
介
業
者
が
手
配
し
た 。
丸
の
内・
銀
座
界
隈
の
各
施
設
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー

で

用
ク
ラ
ブ
を
設
け
る
場
合
も
あ
っ
た 。
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松井 か お る

ャ
ズ
バ
ン
ド
も
登
場
し
て 、

鈴
な
り
の
観
客
を
沸
か
せ
た 。

の
後
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ン
ド

で
活
躍 。

6
年
4
月
に
は
銀
座
で
復
興
祭
が
行
わ
れ 、

焼
け
跡
に
設
営
さ
れ
た
舞
台
に
ジ

ロ
バ
ン
ド
の
セ
カ
ン
ド
・

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
し
て
プ
ロ
入
り
を
果
た
し 、

そ

「
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド」 、

そ
の
他
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
と
し
て
日
本
橋
白
木
屋
百
貨
店

に
「
ク
ラ
ブ
シ
ロ
キ」

、

東
京
駅
八
重
洲
口
「
サ
ン
タ
・

フ
ェ

」 、
「
東
京
ク
ラ

ブ
」 、

新
宿
「
グ
ラ
ン
ド

東
京」

な
ど
日
本
人
向
け
の
娯
楽
施
設
に
も
専
属
バ

ン
ド

が
入
り 、

ジ
ャ
ズ
な
ど
の
軽
音
楽
が
演
奏
さ
れ
た
(

22
)

。

ま
た

、

1
9
4

り 、

軍
楽
隊
仲
間
で
兄
と
下
宿
を
と
も
に
し
て
い
た
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
の

ジ
ョ
ー

本
多
か
ら
軍
楽
隊
払
い
下
げ
の
バ
ス
・

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
与
え
ら
れ

て
一

か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け 、
池
上
本
門
寺
の
墓
地
で
基
礎
練
習
に
励
ん
だ

。

1
年
後 、

将
校
宿
舎
と
し
て
接
収
さ
れ
た
東
京
会
館
の
ク
ラ
ブ
で
ト

ニ
ー

小

0
曲
の
練
習
は
ラ
ジ
オ
放
送
(
W
V
T
R)

と
下
宿
に
あ
っ
た
3
枚
の
V
デ
ィ

た
。

し
か
し 、

銀
座
で
は
図
3
の
キ
ャ
バ
レ
ー

「
美
松」

、

ダ
ン
ス
ホ
ー

ル

を
仲
介
業
者
が
そ
の
場
で
募
っ
て
施
設
へ

届
け
る 、
「
拾
い
」

と
い
う
シ
ス
テ

ム
が
確
立
さ
れ 、

ヽ

1
9
5
7

 
8
年
ま
で 、

職
を
求
め
る
多
く
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ

ャ
ン
が
こ
れ
ら
の
駅
頭
に
集
ま
っ
た
(

20
)
0

表
4
は
創
立
当
時
の
慰
安
施
設
の
一

覧
で 、

こ
の
う
ち
キ
ャ
バ
レ
ー

や
ダ
ン

ス
ホ
ー

ル
に
ジ
ャ
ズ
・

バ
ン
ド
の
需
要
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
施
設
で
バ
ン
ド

は 、

ダ
ン
ス
音
楽
演
奏
の
ほ
か 、

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
の
踊
り
や
演
芸
の
伴
奏
も
務

ザ
」

が
こ
れ
に
あ
た
り 、

大
森
に
よ
れ
ば
戦
後
間
も
な
く
に
は
ジ
ョ

ニ
ー
・

メ

ン
ド
ッ

サ
と
そ
の
楽
団
が 、

内
田
に
よ
れ
ば
1
9
4
9
年
か
ら
新
良
晋
一

郎
と

H
Q
の
娯
楽
施
設
へ
の
出
演
者
は
1
9
4
7
年
か
ら
設
立
直
後
の
「
日
本
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
ズ
・

ユ
ニ
オ
ン
」

渡
辺
弘 、

の
役
員
（
野
川
香
文 、

紙
恭
輔 、

菊
地
滋
也 、

デ
ィ
ッ
ク
・

ミ
ネ
ほ
か）

の
審
査
に
よ
る
格
付
け
が
行
わ
れ 、

そ
の

ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
出
演
料
が
支
払
わ
れ
た
（
表
5
)

(

21
)
0

こ
う
し
た
進
駐
軍
向
け
施
設
に
日
本
人
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

「
ジ
ャ
ズ
と
東
京」

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

こ
こ
数
年
の
「
ジ
ャ
ズ
と
東
京」

に
ゲ
ス
ト

出
演
し
て
い
た
だ
い
た
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら 、

進
駐
軍
時
代
の
ジ
ャ
ズ
に
関
す
る
部
分

(

l

)

谷
山
忠
男

〇
少
年
飛
行
兵
出
身
で
高
知
県
高
岡
郡
の
実
家
に
戻
っ
て
い
た
谷
山
は 、

1
9

 

4
8
年 、

海
軍
軍
楽
隊
出
身
で
す
で
に
ジ
ャ
ズ
・

ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
兄
の
栄
郎
か
ら
の
電
報
で
上
京
し 、

ロ
ッ
カ
・

フ
ォ
ー
・

ク

ラ
ブ
の
バ
ン
ド
ボ
ー
イ
の
仕
事
を
始
め
た
。

楽
器
運
び
や
雑
用
が
主
だ
が 、

初
日
に
は
天
才
少
女
歌
手
と
し
て
売
り
出
し
中
だ
っ
た
美
空
ひ
ば
り
の
ス
テ

ー
ジ
の
照
明
係
を
任
さ
れ
た
。

音
楽
と
い
え
ば
軍
歌
や
流
行
歌
と
い
う
環
境

で
育
っ
た
谷
山
に
と
っ
て

、

ー
・

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

上
京
し
て
初
め
て
聴
く
ジ
ャ
ズ
は
カ
ル
チ
ャ

0
バ
ン
ド
の
雑
用
を
務
め
な
が
ら
谷
山
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
志
す
よ
う
に
な

ス
イ
ン
グ
・

ユ
ー

ス
が
出
演
し
て
い
た
。

な
お 、

R
A
A
関
連
施
設
も
含
む
G

め
た
。

図
3
の
銀
座
松
坂
屋
地
下
の
キ
ャ
バ
レ
ー

「
オ
ア
シ
ス
・

オ
ブ
・

ギ
ン

東
京
w
」

に
出
演

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
(
2
0
0
2
年
3
月
の
「
ジ
ャ
ズ
と

を
中
心
と
し
て
以
下
に
ま
と
め
る
。

な
お 、

敬
称
は
略
し
た 。
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表 4 R . A . A ．創立当 時の慰安施設

地 区 名 称 慰 安 内 容 人 数
尽 浜 （大井 ・ 大森 ） 乙 女 慰安所 売春 22 

小 町 園 慰安所 売春 40 

悟空林 慰安所 ・ 売春 45 

（ 同 上 ） キ ャ バ レ ー ダ ン サ ー 6 
見 晴 ら し 慰安所 売春 44 
や な ぎ 慰安所 売春 20 

波満川 慰安所 売春 54 
楽 々 慰安所 売春 20 

松浅 委託慰安所 売春 不 明
沢 田 屋 委託慰安所 売春 不 明
福 久 良 委託慰安所 売春 不 明

品 川 ・ 芝浦 パ ラ マ ウ ン ト 旧 京 浜 デパ ー ト
ダ ン ス ホ ー ル ダ ン サ ー 350 

ゼ プ ラ ク ラ プ 高級将校 ク ラ プ 不 明
東光 園 慰安所 ・ 売春 10 

（ 同 上 ） キ ャ バ レ ー ダ ン サ ー 30 

丸 の 内 ・ 銀座 オ ア シ ス ・ オ ブ ・ ギ ン ザ 銀座松坂屋地下
キ ャ バ レ ー ダ ン サ ー 400 

東宝 ビ ヤ ホ ー ル ビ ヤ ホ ー ル 不 明
千疋屋 キ ャ バ レ ー ダ ン サ ー 150 
耕一路 キ ャ バ レ ー ダ ン サ ー 20 
メ リ ー ゴ ー ル ド 旧 伊東屋

ダ ン ス ホ ー ル ダ ン サ ー 300 
録 々 館 キ ャ バ レ ー ダ ン サ ー 50 
工業 ク ラ プ 将校用 レ ス ト ラ ン 不 明
ギ ル ド ー ノ ゞ 一— 不 明
エ ー ワ ン ダ ン ス ホ ー ル 不 明
日 勝館 ピ リ ヤ ー ド 不 明

向 島 ・ 小岩 大倉別邸 高級将校用 レ ス ト ラ ン 不 明
鳩 の 街 慰安所 (30軒 ） 売 春 60 

ビ ジ ョ ン ス ト リ ー ト
東京 パ レ ス 元精工舎女子工員 寮

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 慰安所 ・ 売春 不明
パ レ ス ダ ン ス ホ ー ル ダ ン サ ー 不 明

板橋 ・ 赤羽 成増 慰安所 売春 50 

板橋 接待所
子僧 閣 キ ャ バ レ ー ダ ン サ ー 100 

三 多 摩 セ プ ン マ イ ル ハ ウ ス 二子玉 川 二子号
オ フ ィ サ ー ズ ク ラ ブ 不 明

福 生 慰安所 売春 54 

調 布 園 慰安所 売春 57 
楽 々 ハ ウ ス 慰安所 ・ 売春 65 

キ ャ バ レ ー ダ ン サ ー 25 
立 川 パ ラ ダ イ ス 慰安所 ・ 売春 14 

キ ャ バ レ ー ダ ン サ ー 50 
立 川 小 町 慰安所 売春 10 
ニ ュ ー キ ャ ッ ス ）レ 慰安所 ・ 売春 100 

キ ャ バ レ ー ダ ン サ ー 150 

永井良和 『社交 ダ ン ス と 日 本 人」 よ り
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松井

表5 格付審査委員 会が決め た演奏料金
( 1 947年発足 当 時 1 人あたり）

ラ ン ク 最 初 の 1 時 間 + 1 時 間 ご と に

SA 380円 1 10円

SB 320 円 90 円
A 290円 90円
B 180円 90円
C 150 円 90 円
D 1 10円 90円

内 田 晃ー「日 本 の ジャ ズ史戦前戦後j より

〇
兄
の
武
要
は
戦
後 、
バ
ン
ド
ボ
ー
イ
を

と
も
あ
っ
た 。

ど
っ
て
銀
座
通
り
ま
で
遊
び
に
行
く
こ

に
汽
車
を
見
に
行
っ
た
り 、
夜
店
を
た

東
京
珊」
に
出
濱

ビ
ブ
ラ
ホ
ー
ン
奏
者
(
2
0
0
5
年
11
月
の
「
ジ
ャ
ズ
と

訪
れ
た 。

幼
少
時
は
八
丁
堀
の
自
宅
か
ら
東
京
駅

師
神
田
山
陽
の
葉
山
の
別
荘
へ
疎
開 。

未
明 、
東
京
大
空
襲
で
被
災
し 、
講
釈

団
疎
開
先
か
ら
帰
京
直
後
の
3
月
10
日

か お る

ズ
と
東
京
VII」
に
出
演

入
れ
て
や
る」
と
バ
ン
ド

マ
ス
タ
ー

（
松
下
彰
孝）
に
言
わ
れ
て
練
習
し 、

ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
奏
者
(
2
0
0
5
年
2
月
の
「
ジ
ャ

ス
ク

(

23
)

だ
け
が
頼
り 。
そ
の
う
ち
の
1

枚
が
ト
ミ
ー・
ド
ー
シ
ー

楽
団
の

テ
ー

マ
曲
〈
I'
m
ge
tt
ing
 sen

t
i

men
t
a
l
 over

 you〉
で 、
難
曲
だ
っ
た
が

0
1
9
5
0
年
代 、
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
は
若
者
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
リ

ー
ダ
ー

で
あ
っ
た 。
細
身
の
ズ
ボ
ン 、

屋）
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

が
主
流
だ
っ
た 。
洋
服
屋
は
採
寸 、
支
払
い

(

2

)

 

五
十
嵐
明
要

肩
幅
の
張
っ
た
「
カ
モ
イ」
（
洋
服

（
分
割
払

い）
か
ら
商
品
の
受
け
渡
し
ま
で
楽
屋
で
行
う

(

24
) 。

「
カ
モ
イ」
で
ユ
ニ
フ

ォ
ー

ム
を
揃
え 、
支
払
い
が
終
わ
る
頃
バ
ン
ド

が
つ
ぶ
れ
て
解
散
に
な
る
こ

と
が
よ
く
あ
っ
た 。
こ
の
ほ
か
楽
器
や
楽
譜
を
扱
う
業
者
も
楽
屋
を
訪
れ
た 。

0
東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
の
寄
席
「
聞
楽

亭」
で
生
ま
れ
育
っ
た
五
十
嵐
は
中
学

受
験
の
た
め 、
埼
玉
県
日
進
の
学
童
集

猛
練
習
の
末
克
服
し 、
後
年
こ
の
曲
が
谷
山
の
十
八
番
と
な
る 。

経
て
ジ
ャ
ズ
・
ド
ラ
マ
ー

に 。
五
十
嵐
は
高
2
の
夏
(
1
9
4
8
年） 、
丸

の
内
ホ
テ
ル
で
バ
ン
ド
ボ
ー
イ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た 。
こ
の
と
き
の
バ

ン
ド
は
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
な
ど
小
綱
成
で 、
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
食
堂
で
演

奏
し
て
い
た 。
そ
の
バ
ン
ド
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
に
勧
め
ら
れ
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ラ
ジ
オ
を
聴
い
て 、
〈
Rose
roo
m〉 、
〈
No
w1s

 hour〉
等
の
曲
を
憶
え
た 。

0
そ
の
後
兄
が
所
属
し
て
い
た
ウ
エ
ス
タ
ン
・

バ
ン
ド
の
バ
ン
ド
ボ
ー
イ
と
な

っ
た 。
あ
る
日
バ
ン
ド

マ
ス
タ
ー

が
東
京
駅
で
1
日
だ
け
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

奏
者
を
捜
し
て
い
た
ギ
タ
ー

奏
者
の
植
木
等
に
五
十
嵐
を
紹
介
し 、
歌
舞
伎

事） 。
「
数
曲
吹
い
た
ら
後
は
邪
魔
し
な
い
で
立
っ
て
い
て
く
れ」
と
い
わ
れ

た
が 、

気
に
入
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
雇
わ
れ 、
2
年
在
籍 。
バ
ン
ド
の
ト
ラ
ン

0
1
9
5
1

年 、
「
サ
ッ
ク
ス
を
吹
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
う
ち
の
バ
ン
ド
に

渋
谷
道
玄
坂
の
「
フ
ォ
リ
ナ
ー

ス
・
ク
ラ
ブ」
に
出
演
中
の
メ
ト
ロ
ト
ー
ン

へ 。
進
駐
軍
将
兵
専
用
で
日
本
人
は
立
ち
入
れ
な
か
っ
た
が 、
当
時
修
行
中

の
渡
辺
貞
夫
が 、
店
の
裏
で
毎
晩
演
奏
を
聴
い
て
い
た 。
週
末
は
夜
明
け
ま

で
ジ
ャ
ム
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ 、
仕
事
を
終
え
た
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
が

(

3

)

松
崎
龍
生

ペ
ッ
ト

奏
者
に
楽
譜
の
読
み
方
な
ど
を
習
う 。

座
裏
の
キ
ャ
バ
レ
ー

「
エ
デ
ン」
の
ダ
ン
ス
・

バ
ン
ド

へ
（「
拾
い」
の
仕

ト
を
給
料
3
ヶ
月
分
の
1
5
0
0
円
で
買
っ
て
練
習
し
た 。
＞
デ
ィ
ス
ク
や
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戦
前
の
東
京
に
お
い
て 、
ジ
ャ
ズ
・
タ
ン
ゴ
な
ど 、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
が
演

奏
さ
れ
る
場
は 、
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル 、
映
画
館 、
レ
ビ
ュ
ー

劇
場
な
ど
で
あ
っ
た 。

ま
た 、
昭
和
初
期 、

お
わ
り
に

レ
コ
ー
ド
は
ソ
フ
ト

面
で
は
電
気
吹
き
込
み
式
が
主
流
と

曲
は
〈
Mona
L
isa〉
だ
っ
た 。

「
お
前
や
れ」
と
命
じ
た 。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
転
向
し 、
最
初
に
憶
え
た

ド
マ
ス
タ
ー

が
楽
器
を
購
入
し 、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

奏
者
だ
っ
た
松
崎
に 、

1
9
4
4
年
に
父
が 、

と
言
わ
れ
た 。

ゆ
っ
た
り
移
動
し
た 。
日
本
人
の
乗
る一
般
車
両
は
買
い
出
し
等
で
超
満
員

0
名
古
屋
の
N
C
O
ク
ラ
ブ
の
バ
ン
ド
に
い
た
頃
(
1
9
4
8
年
頃） 、
ジ
ョ

（
ビ
ブ
ラ
ホ
ー
ン 、
ギ
タ
ー 、
ピ
ア
ノ 、

ベ
ー

ス 、
ド
ラ
ム
ス
と
い
う
バ
ン
ド

編
成）
が
流
行
し
た 。
当
時 、
日
本
に

は
ビ
ブ
ラ
ホ
ー
ン
奏
者
は
少
な
か
っ
た
が 、
こ
の
時
期 、
ど
こ
の
バ
ン
ド

で

も
ビ
ブ
ラ
ホ
ー
ン
を
導
入
し
た 。
松
崎
が
い
た
ジ
ャ
ズ
・

バ
ン
ド

で
も
バ
ン

ー
ジ
・

シ
ア
リ
ン
グ
・

ス
タ
イ
ル

日
本
人
客
が
持
っ
て
い
る
握
り

飯
を
交
換
す
る
こ
と
も
あ
っ
た 。

だ
っ
た 。
車
両
間
で
米
軍
か
ら
支
給
さ
れ
る
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
な
ど
の
食
料
と

0
日
本
人
オ
フ
・
リ
ミ
ッ
ト

（
立
ち
入
り
禁
止）
の
1 、
2
等
車
両
に
乗
っ
て

〇
暁
星
小
学
校
5
年
生
の
と
き 、
プ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
担
当 。

1
9
4
6
年
に
母
が
亡
く
な
っ
た
た
め 、
戦
後
す
ぐ

東
宝
の
専
属
だ
っ
た
ラ
ッ
キ
ー
・

パ
ピ
ー
・

オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
奏
者
と
し
て
入
団
し 、

箱
根 、
琵
琶
湖 、
蒲
郡 、
金
沢
な
ど
進
駐
軍
に
接

収
さ
れ
た
地
方
の
ホ
テ
ル
や
基
地
を
廻
っ
た 。
当
時
は
「
た
だ
座
っ
て
い
ろ」

前
半
の
ジ
ャ
ズ
・

フ
ー

ム
ヘ
と
つ
な
が
っ
て
い
く 。

っ
た
日
劇
連
続
公
濱
は
若
年
層
の
フ
ァ
ン
で
埋
め
尽
く
さ
れ 、
1
9
5
0
年
代

に
つ
い
て
の
検
討
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い 。

ハ
ー
ド

面
で
は
電
気
蓄
音
機
が
登
場
し
た
こ
と
か
ら
音
質
が
飛
躍
的
に

向
上
し 、
ジ
ャ
ズ
等
の
洋
楽
を
流
す
カ
フ
ェ
ー

や
喫
茶
店
が
流
行
し
た 。
そ
の

他
ラ
ジ
オ
放
送
も
あ
っ
た
が 、
こ
う
し
た
音
楽
を
愛
好
す
る
の
は 、
社
交
ダ
ン

ス
や
カ
フ
ェ
ー

な
ど
モ
ダ
ン
文
化
を
嗜
好
す
る
文
化
人 、
芸
術
家 、
丸
の
内
周

辺
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン 、
学
生
な
ど
が
中
心
だ
っ
た 。

戦
時
中
の
ジ
ャ
ズ
撲
滅
体
制
を
経
て 、
終
戦
後
に
は
G
H
Q
の
進
駐
に
よ
り

一
転 、
ジ
ャ
ズ
を
中
心
と
し
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
が
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ 、
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
の
需
要
も
急
速
に
高
ま
っ
た 。
ジ
ャ
ズ
を
愛
好
す
る
階
層
は
戦
前

よ
り
広
が
り 、
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
数
も
急
増
し
た 。
そ
れ
ま
で
敵
視
さ
れ
て

い
た
ア
メ
リ
カ
文
化
が一
気
に
流
入
し 、
も
っ
と
も
早
く
そ
の
恩
恵
を
受
け
た

の
は 、
進
駐
軍
接
収
施
設
の
ク
ラ
ブ
等
で
演
奏
を
し
た
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー

ジ
シ

ャ
ン
達
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る 。
今
回
は 、
都
内
の
進
駐
軍
接
収
施
設
の
分
布

を
概
観
し 、
ク
ラ
ブ
や
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
ジ
ャ
ズ
が
演
奏

さ
れ
て
い
た
の
か 、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
そ
の一
端
を

紹
介
し
た 。
こ
う
し
た
進
駐
軍
接
収
施
設
の
ク
ラ
ブ
や
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
構
造

や
間
取
り 、
そ
こ
で
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
の
内
容 、
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
生
活
な
ど

や
が
て
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
は
若
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー

と
も
な
り 、
1
9
5
0
年 、

当
時
の
人
気
バ
ン
ド 、

な
り 、

ゲ
イ
・

セ
プ
テ
ッ
ト

が
行
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4
 

3
 

2
 
ー【

註
】

ア
ノ 、
ベ
ー

ス 、
ド
ラ
ム
ス 、
ギ
タ
ー
と
い
う
本
格
的
な
編
成
で
あ
っ
た

暮
れ
に
結
成
し 、
翌
年
7
月
か
ら
松
竹
の
専
属
と
な
っ
た
劇
団
「
ピ
エ

に
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
・

ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り 、
弁
士
の
説
明
に
合
わ
せ
て
音
楽

1
9
2
9
年
（
昭
和
4)
に
ト
ー

キ
ー

機
材
の
導
入
に
よ
り 、
ま
ず
洋
画
専
門
館
か
ら
弁
士
と
楽
士
の
解
雇

オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
ヘ
転
身
を
は
か
っ
た
が
廃
業
す
る
者
も
多
か
っ
た 。
（
大

10 ，

 

森
1
9
8
6) 0

た
と
え
ば 、
榎
本
健一
が
二
村
定一
と
と
も
に
1
9
3
1

年
（
昭
和
6)

ル
・

ブ
リ
ヤ
ン
ト」

の
全
盛
期
に
あ
た
る
1
9
3
0
年
代
半
ば 、
劇
団
の

専
属
バ
ン
ド
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
3 ，
サ
ッ
ク
ス
3 ，
バ
イ
オ
リ
ン
2 ，
ピ

8
 

7
 

れ 、
あ
る
者
は
ト
ー

キ
ー

映
画
音
楽
作
曲・
涸
奏
へ 、
ま
た
放
送
局
等
の

ム
と
女
房」
が
公
開
さ
れ 、
1
9
3
3
年
頃
ま
で
多
数
の
楽
士
が
解
雇
さ

が
始
ま
り 、
1
9
3
1

年
に
は
邦
画
の
ト
ー

キ
）

第
1

号
と
な
る
「
マ
ダ

6
 

抱
え
る
映
画
館
も
あ
っ
た 。
し
か
し 、

5
 

1
9
9
3

 

内
田
晃一
l
9
7
6

永
井
良
和
1
9
9
1 。

赤
坂
溜
池
の
「
フ
ロ
リ
ダ」
で
は 、
菊
地
滋
弥
の

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド 、

パ
リ
か
ら
来
た
ム
ー

ラ
ン
・

ル
ー

ジ
ュ
・
タ
ン
ゴ
楽
団

（
瀬
川
昌
久
2
0
0
5) 。
そ
の
他 、
「
国
華」

リ
ー
コ
ン
デ
の
バ
ン
ド 、

「
和
泉
橋」
で
は
後
藤
純
の
バ
ン
ド 、

「
新
橋」

で
は
南
里
文
雄
と
ホ
ッ
ト

ペ
ッ

パ
ー

ズ
等
が
出
演
し
て
い
た

を
演
奏
し
た 。
数
名
の
編
成
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
が 、

で
は
ビ

（
大
森
盛
太

佐
々
木
守
1
9
9
7
に
よ
れ
ば 、
当
時
の
映
画
館
に
は
ス
ク
リ
ー
ン
の
前

20
名
の
バ
ン
ド
を

前
掲
書） 。
そ
の
実
力
は 、

の
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
大
西
洋
孤
踏
曲」

ン
作
曲
で
ポ
ー

ル
・

ホ
ワ
イ
ト

マ
ン
楽
団
が
1
9
2
5
年
に
初
演
し
て
話

リ
を
導
入
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る 。
こ
れ
は 、
ジ
ャ
ズ
の
フ
ィ
ー
リ
ン

グ
で
演
奏
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
の
曲
で
あ
る
た
め 、
戦
前 、

し
か
演
奏
さ
れ
な
か
っ
た
難
曲
だ
が 、
当
時
の
専
属
バ
ン
ド
に
は 、
こ
の

作・
編
曲
に
は
当
時
ア
レ
ン
ジ
の
大
家
と
い
わ
れ
て
い
た
池
譲
が
起
用
さ

れ
た
（
松
井
か
お
る
2
0
0
3) 。

マ
イ
ク
・

モ
ラ
ス
キ
ー

は 、
こ
の
曲
が
ヒ
ッ
ト
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
原
因

「
電
気
吹
き
込
み
方
式」

に
良
く
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る 。

初
田
亨

ン
向
け
雑
誌 。

1
9
3
5
年
（
昭
和
10

)

の
な
か
に
ジ
ョ
ー

ジ・
ガ
ー
シ
ュ
イ

で
行
わ
れ
た
た
め 、
レ
コ
ー
ド
の
音
質
が
急
激

榎
本
健一
が
率
い
る
レ
ビ
ュ
ー

劇
団
「
ピ
エ
ル
・

ブ
リ
ヤ
ン
ト」

1
9
3
4
年
3
月
に
創
刊
さ
れ 、

刊
行
さ
れ
て
い
た

3
回

の
フ
ァ

1
9
3
7
年
ご
ろ
ま
で

（
た
だ
し 、

病
気
や
映
画
撮
影
で
エ
ノ
ケ
ン
の
舞
台
公

演
が
休
演
さ
れ
る
月
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い） 。

『
月
刊
エ
ノ
ケ
ン』
創
刊
号
(
1
9
3
4
年
3
月
号）
ー

同
年
6
月
号

宮
間
利
之・
瀬
川
昌
久
1
9
9
3 。
「
日
比
谷
公
園
の
前
の
角
の
ビ
ル
に

と
し
て 、
「
ラ
ッ

パ
吹
き
込
み」
方
式
で
な
く 、

最
新
録
音
技
術
で
あ
る

今
和
次
郎

1
9
2
9

ノ
ケ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー

の
舞
台
上
で
の
演
奏
が
可
能
と
な
っ
た 。
ま
た 、

郎
l
9
8
6) 0

曲
の
日
本
で
の
初
演
を
経
験
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー

が
6
名
い
た
た
め 、

な
ど
が
活
躍
し
た

題
と
な
っ
た
ビ
ア
ノ
協
奏
曲
「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・

プ
ル
ー」

の
サ
ワ

瀬
川

8
月
公
演
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ビ
ア
の
楽
長、

渡
辺
良
11
ベ
ー
ス、

角
田
孝
11
ギ
タ
ー、

18

内
田

5
1
年
末
に
は
26
万
人
で
あ
っ
た。

第
4
版』
岩
波
書
店）。

と
大
東
亜
省
専
用
の
部
屋
が
あ
っ
た
関
係
で、

（『
近
代
日
本
総

1
9
6
8
に
よ
れ
ば、

帝
国
ホ
テ
ル
は
戦
時
中
か
ら
外
務
省

8
月
20
日
に
は、

外
務
省

か
ら、
進
駐
し
て
く
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
一
行
3,
0
0
0
人
あ
ま
り
が
横

浜
に
滞
在
す
る
た
め
の
宿
舎
探
し、
家
具
調
度
食
器
類
調
達
等
を
依
頼
さ

カ
軍
約
50
万
人、
そ
の
後
次
第
に
規
模
を
縮
小
し
て
1
9
4
8
年、

本
土

で
は
約
10
万
人
余
と
な
っ
た
が、

朝
鮮
戦
争
の
こ
ろ
再
び
増
加
し、

前
掲
書
に
よ
れ
ば、
1
9
4
1
年
（
昭
和
16)

も
に、

参
謀
本
部
の
指
導
の
も
と、

ペ
ッ
ト、

1
9
 

の
日
米
開
戦
と
と

N
H
K
は
戦
線
の
連
合
軍
将
兵
向
け

謀
略
放
送
を
始
め
た。
当
時
の
日
本
で
最
高
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
揃
っ

て
い
た
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド
を
主
体
と
し
た
楽
団
（
コ
ロ
ム

フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
キ
ー
コ
11。ヒ
ア
ノ、

松
本
伸
ほ
か
11
サ
ッ
ク
ス、

森
山
久
11
ト
ラ
ン

レ
イ
モ
ン
ド
・
コ
ン
デ
ほ
か
11
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト）
に
よ
っ
て、

17

竹
前
英
治

1
9
8
8
に
よ
れ
ば、

在
日
占
領
軍
の
数
は、

当
初
ア
メ
リ

22

永
井

前
掲
書

丙．
丁・
戌
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る。
さ
ら
に、
1
9
4
9
年
の
改
正
で

田 限
り
で
廃
止
さ
れ、
そ
の
後
は
審
査
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
（
内

21

格
付
け
審
査
の
実
施
と
出
演
料
の
支
払
い
は、

当
初
は
外
務
省
の
下
部
機

ー
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
等）
が
単
発
で
出
演
し
て
い
る。

16

矢
野一
郎

1
9
7
9

ク
イ
ン
テ
ッ
ト、
ジ
ュ
ン
後
藤
ス
イ
ン
グ
・
バ
ン
ド、
ス
タ
ー
・
ダ
ス
タ

れ
た
と
い
う。

イ
ン
グ
・
バ
ン
ド、
ニ
ュ
ー
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ、
ゲ
イ

と、
2
日
か
ら
4
日
連
続
で
当
時
の
人
気
バ
ン
ド
（
ア
ズ
マ
ニ
ア
ン
・
ス

ジ
ャ
ズ
風
の
楽
し
い
曲
を
ア
メ
リ
カ
向
け
短
波
放
送
で
流
し、

年
頃
か
ら
は、

ョ
ン）

1
9
4
3
 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
曲
に
の
せ
て
敵
兵
の
戦
意
を
そ
こ
な
う
よ

は
「
特
殊
慰
安
施
設
協
会」
の
略
称。
関
東
地
区
に
駐
屯
す
る
占

領
軍
将
校・
一
般
兵
士
の
慰
安
施
設
を
設
置
す
る
目
的
で
日
本
政
府
が
設

2
0
0
5、

内
田

年
か
ら
4
8
年
の
ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
劇
場
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
る

関
で
あ
る
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
が
行
い、
1
9
4
9
年
か
ら
は
特
別
調

達
庁
が
行
っ
た。
ま
た、

特
別
調
達
庁
に
よ
る
格
付
け
審
査
は
翌
年
5
月

前
掲
書）。
た
だ
し、

大
森
盛
太
郎
1
9
8
7
に
は、

特
別
調
達
庁

へ
の
移
管
時
期
は
1
9
4
7
年
で
あ
り、

当
時
の
格
付
け
は
甲
・
乙
．

格
付
け
を
SA
.
SB
.
A
.
B
.
C
•
D
と
し
た
と
述
べ
て
い
る。
こ
の
点

に
つ
い
て
は、

今
後、

調
査
を
す
す
め
て
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い。

20

東
谷
護

前
掲
書。
な
お、

当
館
所
蔵
の
1
9
4
7

15  14 

犬
丸一
郎

け
た
組
織。
終
戦
直
後
の
8
月
21
日
に
設
立
が
閣
議
決
定
さ
れ
た。

岡
本
哲
志

2
0
0
3
 

13

瀬
川

前
掲
書

合
年
表

19

R
A
A
 （
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ

12

2
月
15
日
か
ら
3
日
間
で
3
4
8
6
人
が
検
挙
さ
れ
た

う
な
歌
詞
を
二
世
の
森
山
久
な
ど
が
歌
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た。

11

内
田

前
掲
書

あ
っ
た
美
松」、
「
日
本
橋
白
木
屋
の
裏
に
あ
っ
た
エ
リ
ン
ト
ン」
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竹
前

英
治

1
9
8
8

瀬
川

米
軍
の
慰
問
用
レ
コ
ー
ド。
V
ic
tory
D
isk
の
略
称。
接
収
さ
れ
た
施
設

ス
奏
者
木
村
由
起
夫）

（
ベ
ー
ス
奏
者
遠
山
晃
司、
ド
ラ
ム

は
谷
山
の
一
世
代
下
の
年
齢
だ
が、

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
注
文
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う。
大
森
1
9
8
6
に
よ
れ

ば、
「
鴨
居」
は
戦
前
か
ら
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
楽
屋
に
出
入
り
し
て
・
タ

『
新
板
大
東
京
案
内』
中
央
公
論
社

大
学
出
版
局

『
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

領
と
戦
後
改
革」

決
定
版
清
流
出
版

シ
リ
ー
ズ
昭
和
史
閏
占

昌
久

2
0
0
5

『
舶
来
音
楽
芸
能
史

ジ
ャ
ズ
で
踊
っ
て』
増
補

佐
々
木

守

1
9
9
7

『
ジ
ャ
ズ
旋
風

戦
後
草
創
期
伝
説』
三一
書
房

岡
本

哲
志

2
0
0
3
 
『
銀
座
ー
上
地
と
建
物
が
語
る
街
の
歴
史』
法
政

今

和
次
郎

1
9
2
9

矢
野

＂

 

一
良

1
9
7
9

『
第一
生
命
館
の
履
歴
書』

同

右

1
9
8
7

「
日
本
の
洋
楽
[

2

]』
新
門
出
版

ア
リ
ン
グ
・
ビ
バ
ッ
プ』
ジ
ャ
ズ
批
評
社

大
森
盛
太
郎

1
9
8
6

『
日
本
の
洋
楽
[

l
]』
新
門
出
版

80
号

ジ
ャ
ズ
1
9
4
0
年
代
フ
ィ
ー
チ
ュ

ャ
ー
ナ
ル
社

「
日
本
の
40
年
代
（
対
談）」
『
季
刊
ジ
ャ
ズ
批
評

内
田

晃

1
9
7
6
 
『
日
本
の
ジ
ャ
ズ
史

戦
前
戦
後』
ス
イ
ン
グ
ジ

宮
間
利
之
・
瀬
川
昌
久

1
9
9
3

犬
丸

n
 

一
良

1
9
6
8

『
帝
国
ホ
テ
ル』
毎
日
新
聞
社

の
黄
金
時
代』
論
創
社

参
考
文
献

ン
ト
の
日
」々
『
エ
ノ
ケ
ン
と
〈
東
京
喜
劇〉

松
井
か
お
る

2
0
0
3

「
『
月
刊
エ
ノ
ケ
ン』
に
み
る
ピ
エ
ル
・
ブ
リ
ヤ

ン
グ
ラ』
青
土
社

キ
シ
ー
ド
等
の
注
文
を
取
っ
て
い
た。

『
戦
後
日
本
の
ジ
ャ
ズ
文
化

マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー

映
画・
文
学
・
ア

2
0
0
5
 

ダ
ン
都
市
の
た
ま
り
場』

カ
モ
イ
に
ユ

初
田

亨

1
9
9
3
 
『I
N
AX
AL
B
U
M
 1
8

カ
フ
ェ
ー
と
喫
茶
店

24 

）
の
時
共
演
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

永
井

良
和

1
9
9
1

『
社
交
ダ
ン
ス
と
日
本
人j
晶
文
社

に
は
常
備
さ
れ
て
い
た。

23 

東
谷

護

2
0
0
5

『
進
駐
軍
ク
ラ
ブ
か
ら
歌
謡
曲
ヘ

モ

戦
後
日
本
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
黎
明
期』
み
す
ず
書
房
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